
け
い
焚
火
だ
け
は
抱
や
<･J･な
い
の
で
み
ろ
E'

幾
内
戦
S
TlT名
の
典
+
.の
人
払
小
心
に
し
て
爪
抽
止
り
の
路
-
ほ
名

ば
か
り
の
一哨
い
林
弛
み
各
･E
が
快
坤
稲
於

か
拭
り
に
し
て
節
食

へ
向
つ

た
o

叫
河
に
放
き
つ
め
ら
れ
た
抑
部
軸
の
止
み
心
細

い
偲
び
和
し
な
が

ら
た
ど
り
行
け
ば
シ
ヤ
ク
ト
リ
や
十
か
の
軸
が
手
に
持
っ
た
於
か
裁
っ

て
何
虎
ま
で
も
つ
い
て
氷
る
｡
ポ
ッ
ト
ブ
ー
ル
榔
有
の
範
峡
の
恋

い
氷

河
り
が
絶
え
ず
現
ほ
れ
る
｡
蚊
は

郡
谷
か･iし
て
魂
ふ
O
さ
し
-
の
元
気

な

7
行
も

T
同
些
管
の
群
愁
私
辞
め
て
十
五
六
町
の
泣
私
-
つ
や
く
騨

食
に
沸

い
た
｡

騨
令
と
言

っ
て
も
碑
林
中
の
柵
平
坦
か･戌

か
切
り
開
い
て
丸
太
私
以

て
建
て
ら
れ
JL1
バ
ラ
ッ
ク
で
ほ
ん
の
耐
鮪
な
し
の
ぐ
に
過
ぎ
な
い
枕
の

衣
で
あ
る
｡
如
し
不
･;
山
花
河
舟
S
L約
み
な
し
て
氷
た
騎
L

L
は
何
租
の

慰
安
に
な
る
か
知
れ
な

い
O
節
食
に
は
三
名
の
確
信
除
の
兵
士
が
交
代

で
眺
慈
し
'
耗
林
中
に
来
し
た
メ
イ
オ
､
ア
ダ
タ
イ
ム
問
の
状
況
,仲
比

の
プ
-
プ

こ
と
次
の
パ
ル
カ
タ
の
耐
開
合
と
で
申
輯
み
な
し
た
り
=
の

院
糊
の
慣

紙
在
位
懲
し
た
り
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
冷
た
-
な
っ
た
身

純
な
騨
食

み

離
れ
て
小
演
の
側
に
姓
て
ら
れ
た
風
呂
に
ぴ
た
り
'
批
准

す
る
三
銘
軌
典
i
i治
の
心
親
し
の
夕
伽
私
終
っ
て

1
同
は
拭
い
眠
り
に

終

ち
て
行
っ
た
O

八
月
八
日
盛

り
｡

防
食
の
用
樹
は
大
水
が

伐
ら
れ
て
あ
る
の
で

口
常
り
が
非
;::;
に
ー･i

-
､
放
っ
て
小
淡
水
g･
可
憐
七
兆
な
持
っ
て
ゐ
る
-
ソ
ネ
サ
ウ

L
in
･

n
a
e
a
b
o
re
a
lis
L

や
",
ヤ

マ
タ
ス
レ
ナ
㌢
サ

M
yo
so
tis

silv
atica

H
c,ffm

等

が

似
な
い
つ
は
い

に

浴
び

て
ゐ
る
｡
仰淵
と

そ
し
て
花
粉
と

抽

姓

･f
お

っ
て
ほ
色
々
な
妹
軌
が
牌

iLだ
し
-
雄
蕊
･T
て
ゐ
ろ
0
日間
例
か
終

a
-
耐
ぐ
に
私
は
K
欝
-
北
ハ
に

:
の
め
ぐ
ま
れ
た
沌
好
の
疎
放
蝕
み
執

心
に
端
銭
し
て
狙

っ
た
｡
柵
に
帝
粥
峠
に

は
倫
リ
見
な
か
っ
た
ク
;P
I,

'ペ
ニ
ヒ
カ
ゲ
が
非
常
に
多
-
飛
押
し
て
ゐ
る
の
が
目
に
付
-
0

輝
炎
の
躍
り
､
明
る
-
陽
の
捻
る
ト
ド
マ
ク
の
幹
に
二
E
lの
可
憐
な

ト
ラ
フ
ネ
ヅ
",
E
u
tami

as
a
Siaticu
s
G
m
e
l
の
大
郷
が
遊
ん
で
ゐ

る
の
み
見
た
O

准
間
瀬
鵜
み
や
る
考
だ
っ
た
の
で
私
は

7
同
と
別
れ
て
牛
後
は
ゆ
っ

く
り
供
養
し
て
鴫
-
な
る
と
紅
ぐ
に
附
妃
の
液
絡
で
ラ
ン
プ
私
即
C
L
i

が
も
う
月
が
出
て
ゐ
た
の
で
､
思
っ
た
程
の
成
功
私
見
な

か
っ
た
｡
そ

れ
で
も
で

.､
シ
ヤ
ク
前
科

L
a
rin
tin
a
e
で
二
､
三
の
縫
っ
た
-
の

み

凍
る
,
)と
が
出
水
た
｡

(未
完
)

描

蔓

08

蔓

〇号
〇

線

0
小
脇
文
次
郎
博
士

大

正

十

四

年

埴

馬

地

歴

(
T

he
Tazim
a

E
a
rth
q
u
ak
e

o
f
1
9
2
5･
J
o
u
r･
F
a
ct]F

U
n
iv
e
rsity

oflT欝
y
6
,

S
e
ctio
n
II
･
V
.
山･
I
I
･
p
a
r
t
I
,
1
9
2
6
.)

地
略
､
地
斑
栖

故
上
か

ら

申
紺
は
米
田
に
走
る
支
那

内

竹

の
毘
凝
恭
損
山
系
の
延
長
で
'
叉

l
田

に
は
九
州
南
郡
と
北
ハ
に
p
南
光
支
那
と
'-D
地
兜
的
聯
関
が
あ
る
'
リ
ヒ

ト
ホ
ー
プ
エ
ソ
､
ナ
ウ
T,
ソ
､
原
H
の
譜
蛾
は
南
日
本
の
英
雄
鶴
拙拙
め

株
み
'
両

建
､淡
水
の
支
那

系
の
延
長
と
考
へ
t
.
ロ
y
i:
ト
代
は
南
日

本
道
糸
樹
の
延

長
と
し
た
が
'
何
れ
も
共
架
油
に
捜
し
た

後
払
明
に
し

喜

]

六

九



地

球

解
七
容

て
倍
鈍

い
､

兎
に
州
小
関
は
支
那
と
弟
り
て
､
申
地
代
以
後
地
下
岩
波

の
悠
め
に
抑
繋
な
担
御
船
受
け
て
滑
る
邸
は
t
ta
.堀
山村
や
拭ー
放
射
､
北

柏
封
の
幣
紙
泣
出
に
微
し
て
明
で
あ
る
'
就
中
著
し
い
の
は
典
か
ら
舞

鶴
の
関
に
南
六
十
五
庶
西
の
ガ
内
払
放
て
隣
鯖
し
て
尉
ろ
閃
緑
岩
で
､

小
関
の
拡
礎
的
地
既
柿
法
上
故
も
詫
嬰
な
も
の
で
あ
6:
'
叉
駐
塊
熔
潜

や
紫
片
批
石
英
粗
問
岩
も
'
本
州
井
に
北
鴨
泣
内
碑
の
地
斑
上
誼
礎
な

役
目
払
拭
じ
て
肘
る
都
心
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
'
中
尉
の
蘇
色
花
尚
山万

の
辻
幾
時
代
に
朝
鮮
の
新
花
偶
岩
と
同
L
.-
'多
分
白
記
紀
の
末
輩
で
'

ダ
イ
セ
､ノ

石
英
粗
附
山村
は
新
節
三
紀
､
大

山

の

舛
閃
安
山
岩
は
洪
研
期
で
あ
る
'

地
下
の
墳
湖
は
佃
地
裁
岬
に
放
て
盤
机
し
軸
い
も
の
が
め
つ
て
'
地
深

み
超
す
の
で
あ
る
､
中
川
米
部
は
'
宙
水
地
歴
は
依
り
記
蝕
ru
れ
て
居

ら
ぬ
が
､
･EI
凪
元
年
に
は
舞
鶴
附
妃
の
侍
に
地
鯉
が
あ
り
'
大
賓
元
年

に
も
地
質
の
記
銘
が
め
る
､
降
て
正
徳
元
年

(田
暦

7
七

二

)
に
弟

作
'
伯
額
､
因
幡
の
如
拙
に
地
質
が
あ
り
､
A倒
拭
家
屋
三
八
四
'
死
傷

細
田
あ
っ
た
旨
'
記
姓
Li雄
リ
て
屠
る
'
其

次
は
大
正
十
四
年
の
但
鵬

大
地
環
で
あ
る
｡

巾
問
地
方
に
は

､
前
記
閃
紋
岩
で
未
は
さ
る
る
北

六
十
五
臆
東
の
蕊

嬰
な
る
縦
桁
延
線
の
他
に
､
丑
tS
柵
ん
ど
砿
角
に
雑
ざ
る
北
々
四
の
桃

裂
錐
が
あ
り
､
叉
縦
棒
造
粒
と
鋭

角
で
交
叉
す
る
東
北
東
又
は
姶
ん
ど

東
田
の
断
厨
紐
が
め
っ
て
､
南
西
日
本
海
洋
の
断
暦
炭
が
之
在
来
撒
L

Y
.肘
･
る
｡

巾
脚
の
北
指
揮
は
､
又
ラ
ヂ
オ
ア
ク
チ
ー
プ
の
脱
皮
が
虚
々
に
坪
山

L
､
帯
地
熱
波
が
地
衣
に
妃
-
､
地
餌
や
火
山
の
満
潮
に
好
都
舟
-
考

../
ら
る
る
5

第
四
健

吉

三

七

〇

但
鵜
地
震
の
虫
鑓
域
は
'
阿
山
河
口
の
琵
火
か
ら
､･
瀬
田
約
二
〇
粁

に
亙
り
.
同
は
二
五
粁
私
距
て
た
出
石
町
に
及
ぶ
各
々
榊
形
地
域

で
'

間
横
は
約
八
九
〇
平
分
粁
で
あ
る
0

鵡
多
の
分
裂
し
た
地
租
の
⊥
下
郎
卿
は
､
防
府
と
し
て
地
形
に
表
ほ

)･J,
I-

れ
て
於
る
.
節

T
は
北
五
十
九
皮
斑
に
変
る
E
I
紡

断
暦
で
'
北
朝1-1
が
落

i..
I′
･T

ち
､
南
関
の
水
平
穆
湖
か
伴
っ
た
'
節
二
は
m

久

日

掛
肝
で
､
北
八
十

ヅ
ヰ

度
光
に
走
り
､
竹
野
か
ら
紳

居

山
に
到
る
'

第
三
は
北
田
か
ら
南
米
に

ハ
ン
七
T.I

尭
る
竹
野

倣

谷

斯
厨
で
あ
る
､
何
山
崩
れ
や
p
地
割
れ
'
放
物
の
損
寮

等
の
鵜
擦
.1
よ
り
､
(IF
)北
六
㌧
七
〇
粧
東
新
-
ほ
(
乙
)
北
二
､
三
〇
度

四
の
陣
暦
が
あ
る
､
(
四
)
田
紙
-

三
原
陳
犀
'
(
五
)久
弟
怒
-
盟
的
断

暦
の
如
き
が
其
れ
で
あ
る
O

抑
-
地
袋
の
原
因
に
は
､
砿
接
の
も
の
と
'
先
発
的
の
も
の
と
め
っ

て
後
者
に
就
て
は
､
固
よ
り
哲
人
の
棉
如
し
得
る
限
り
で
無
い
が
'
地

質
樹
上
よ
り
考
察
す
る
に
､
此
地
域
は
'地
下
四
'
五
〇
粁
乃
至

7
四
〇

粁
迄
の
シ
ァ
ル
と
シ
マ
と
の
岩
秤
の
渦
究
し
た
落
盤
地
坪
で
'
其
下
に

倣
す
る
可
塑
或
は
流
動
呼
に
於
て
'
内
外
よ
り
の
拘
濫
井
に
地
学
的
'

或
は
放
射
髄
効
的
原
因
に
述
-
卒
術
の
授
乳
は
'
其
止
殻
に
上
下
若
-

は
水
平
の
歪
み
も
凍
た
し
､
其
紳
典
上
下
の
紛
勧
或
は
弾
力
的
反
励
み

超
し
'
地
表
に
紋
別
か
感
じ
た
と
の
で
'
鮮
火
山
力
地
綻

(B
ath
y

･

se
is
m
o
r

C
ry
p
tov
o
】ca
n
ic
E
a
rth
qu
ak
e
)
と
栴
す
べ
き
も
の

で

あ
る
｡
日
本
海
の
成
因
か
ら
考
ふ
る
に
J.
悔
盆
は
朝
鮮
海
洋
か
ら
斜
に
南
方

に
鵬
"
れ
て
'
地
租
に
北
二
､
三
〇
庇
四
･J北
大
'
七
〇
鹿
瀬
-
の
鵡
多

の
削
れ
aZ
と
餅
原
-
む
虫
C
.
丑
に
.SS
ふ
て
僅
々
山村
塊
の
批
人
が
絶
つ



L=も
の
で
､
北
1.人W
舟

恥
L=
t=肘
山北
卜は
､
IE
牧
山相
川丹
心的
々
に
勧
tlT･が
･抑
′～
､
地

下
よ
り
放
射
朋
知
新

蒋
な
.石
塊
甘
劫
火
が
拘
H
L
易
-
､
同
順
.1
地
訳

も
亦
起
り
易

い
誰
で
あ
る
｡

個

釘

今
餌
の
他
鶴
の
大
地
榊朕
は
､
不
辿
析
腰
約
鞘
以
下
の
粍
鹿
に
於
け
る

串
柿
擢
乱
の
鵜
横
か
､
上
穀
に
無
地
し
て
'
紐
瀧
の
充
み
と
揺
り
､
突

如
の
割
裂
は
､
上
下
の
防
府
滑
制
と
､
水
平
移
動
に
聯
力
的
戊
謝
私
俳

致
し
た
Jl
の
で
'
先
般
地
鮮
緋
迫
的
地
誌
(T
ecto
n
ic
E
arth
q
u
ak
e)

で
あ
っ
て
､
明
治
骨
四
叫
の
浪
雌
の
大
地
段
､
及
び
四
層
千
九
官
〇
六

年
の
･R
-
フ
ォ
ル
エ
ア
州
の
火
地
雷
と
同
株
で
あ
る
が
､
地
組
が
師
恩

に
よ
り
て
助
敗
に
切
れ
て
放
る
娼
め
に
主
斑
域
の

叫
局
部
に
限
ら
れ
た

の
は
今
回
地
震
の
特
色
で
あ
る
｡
(i,
S
,
除
)

C
岩
誓

蓋

久
慈

の

石

洪

及

境
地

(T
h
e
e.al
an
d
am
b
er

o
f
K
u
j.i,
T
e
ch
rl,
R
e
p
.
T
8h
ok
u
lm
p.
LTniv.,
V
et.
V
r.
N
o
B
･

392
7･)

…打
手
煤
久
地
心地
カ
の
奮
次
及
地
相
私
産
す
る
地
質
は
撃

二
組

暦
で

主
に
損
･=有
､
砂
岩
及
双
対
よ
り
成
り
､
其

7
般
厨
川
に
瀬
田
､
傾

斜
は
北
方
に
五
i
J乃
n
.四
十
庇
で

あ
る
｡
炭
層
は
将
さ
四
八
乃
至
六
尺

に
泣
す
る
も
炎
ミ
多
-
翰
ん
ど
絃
行
の
朋

値
が
な
い
｡
市
況
は
暗
黒
色

相
胴
光
紐
を
有
す
る
出
…相
次

で其
大
部
廿
は
伊
謂
晒
淡
よ
り
成
り
其
内

に
閃
淡
の
朔
樵
が
あ
り
.
叉
石
就
中
に
は
数
多
の
不
規
則
な
る
耽
製
が

窺
注
し
て
厨
る
O
石
:.f仇
の
細
片
み
槍
鍍
す
る
に
閃
淡
部
は
促
に
中
速
兜

の
暗
純
色
で
北
ハ川

棚
の
水
止
及
細
胞
脱
は
血
-
保
存
n
,れ
又
樹
肘
の
柵

摘
み
見
る
｡
嶋
米
部
は
決
壊
に
よ
り
腸
相
さ
れ
L
.小
党
空

疎
醜
枇
及

無
数
の

樹
脂

粒
よ
り
成
り
'
就
中
樹
脂
幣
は
敢
-･斯
潜
で
整
次
の
大
部

分
､
畔
に
化
石
:.

AH
蕗

ん
ど
金
部
み
柵
成
し
て
摺
る
,

.

...
I
.
.
≡
...;∵･篭

t一▼

仙樹
脂
粒
に
けH
心八
小
二
押
あ
る
J
小
新小
川n
柁

C
･
し
八
湘
;
tiL
の
･多
山河

形
を
成
し
ー
大
粒
は
柚
に
長
方
形
又
は
訓
点

+
L轡
的
形
な
絹
も
潜
油
川

櫛
胤
形
で
村
平
均
O
･
託
粍
'放
火
凹
粍
胎
に
辻
す
る
邸
が
あ
る
｡
不
規

別
形
の
-
の
.1
代
将
に
曲
数
敬
治
L
t
紫
の
糊
料
及
組
裂
の
嗣
側

に
於

て
暗
褐
色
で
内
部
に
向
/O
淡
梱
包
に
移
過
す
る
｡
柵
蜘
粒
は
共
外
囲
平

滑
､
色
は
均
等
で
難
色
叉
は
淡
褐
色
で
あ
る
J'
大
敵
は
約
ん
ど
骨
に
包

璃
物
み
含
有
す
る
も
小
粒
r1
ほ
稀
で
あ
る
｡
包
薬
物
は
帯
状
久
代
樹
衣

服
の
固
鴫
で
其
胴
部
率
は
樹
脂
の
光
れ
よ
り

も
低
-
､
非
成
因
は
樹
脂

よ
り
分
泌
せ
る
油
分
の
凝
固
し
た
も
の
と
恕
ほ
れ
る
O
仰
偏
光
f<4
以
て

細
片
み
枇
嫉
す
る
と
楯
樹
形
樹
脂
は
喝
等
偏
光
ね
示
す
も
共
他
の
樹
脂

粒
は
放
牧
偏
光
私
最
す
る
｡
此
相
法
は
恐
ら
-
淡
牝
作
用
時
に
放
け
る

成
カ
の
榊
連
に
山
水
し
て
居
る
も
の
と
想
ほ
れ
る
｡

塊
約
は
溌
暦
の
下
倣
五
十
尺
に
あ
る
揮
rJ
五
十
尺
の
花
柏
貿
砂
岩
中

に
恰
も
現
飾
み
延
べ
た
る
如
-
排
列
L
t
各
個
の
淡
泊
は
厨
桃
状
で
其

弼
常

流
二
三
寸
岬
に
は

T
尺
.1
及
び
共
用
閲
は
淡
紫
物
に
よ
り
包
ま
れ

で
揺
る
O
地
相
の
色
は
蹄
紫
色
又
は
紫
衣
色
な
る
も
其
糊
片
は
翰
ん
ゼ

銀
色
で
井
内
に
白
色
の
鞘
粋

が

僻
地
し
て
居
る
O
此
日
野
は
高
庇
の
叡

微
銀
で
見
る
と
頼
政
の
範
抱
の
鵜
舟
髄
A･i
り
成
り
､
各
来
泊
の
形
は
橋

脚
形
見
は
卵
形
で
其
梓
は
O
｡
〇
〇
五
粕
力
璽

7
0

1
二
粍
の
間
に
あ

る
｡
佃
塊
相
中
に
は
窺
抱

の
外

に
帝
也
の
糾
粘

あ
り
其
朋
節
率
は
伸
他

と
同

T
で
あ
る
｡
此
物
は
恐
ら
-
披
晩
冬
鵜
物
O
.賦
胎
で
耽
雌
の
大
部

分
は
母
機
に
吸
収
さ
れ
芽

千
の
仙
分
が
雄
存
し
て
居
る
と
想
ほ
れ
る
｡

又
鵬
軸
Li
は
向
堺
の
方
向
と

加
…舶
係
に
組
敷
が
あ
り

北
姦

-
ほ
長
さ

C
･
〇
七
粍
で
あ
る
｡

@

噂

望
三

七

)



他

流

妨
七
容

久
志
鐙
嘘
減

は

佐
々
木
蛾
に
掠
れ
ば
撫
順
淡
中
の
樹
脂
と
北
ハ
-i

R
eS
i

n

ite
Li臓
す

る
と
云
ほ
れ
て
居
る
｡
ぬ
る
に
久
慈
の
石
就
中
の
料

脂
は
船
脚
の
も
の
こ
1
酷
似
し
て
悟
る
｡
･随
て
之
れ
も
亦

R
e
sin
ite
と

し
て
発
受
な
い
と
恕
ふ
｡
(S
.Y
_)

C
長
尾

巧

九

州

把
放

け

る

由
望
紀
暦
及
撃

二
紀
静
間

の
静
停

界

(S
trt,･tigraphical
B
ou
n
dary
b
etw
een
th
e.
C
re･

taceous
and
T
ei･tia
rf
Strata
O

f
K
_左
山h
aL
apan
.
Jap
anese

Jou
rn･
G
e.
1
･
&
G
e
o
D,r"
VoLI
V
.

N
o.
1-
2.
p
p
.55
-
64.

1926･)
天
非

に
於
げ
ろ
･E
lB
組
厨
は
御
所
浦

及
雛
捕
竺

扇
群
に

.

音
節
三
縦
倍
は
糊
勘
'
不
破
戊
坂
湘
川
の
こ
扉

邦
に
拓
介
せ
ら
れ
,

小紙
に
は
..fiと
し
て
獅
勘
恰
郷
地
に
由
.a
.紀
厨
に
放
て
諭
ぜ
ん
と
す
｡

御
厨
油
層
群

は
天
草
臼
ltj
船
燈
の
下
部
に
し
て
下
偽
の
東
方
に
位
す

る
御
所
浦
偽
及
脚
子
偽
の
大
部
分
払
栖
城
す
る
外
下
鳥
の
大
江
及
瑞
相

に
敬
達
し
.
主
に
砂
岩
及
砂
貿
賞
岩
よ
り
成
り
数
多
竺

二
角
介
北
元

の

介
化
石
私
含
有
す
.

本
層
群
は
盈
串
の
化
石
に
よ
り
下
部
自
lEB
紀
瀞
に
底
す
る
払
誠
る
｡

柾

浦

層

群

は
宇
土
牛
島

よ
り
獅
子
鴎
に
亙
り
狭
樽
谷
成
し
僻
に
上

馬
の
東
海
搾
雛
浦
附
妃
に
於
て
滋
も
良
-
敬
達
し
共
仝
聖

二
甘
米
倣
,i

放
す
｡
本
層
群
は
火
江
村
･1
放
て
御
所
浦
層
群
の
上
位
に
終
身
に
用
法

L
t
躯
浦
附
妃
に
放
て
は
片
腕
岩
戊
花
=B
岩
軸
在
槻
質
す
｡
岩
班
に
ょ

り
本
帰
郷
和
光
に
紳
拡
底
暦
(砂
岩
)

'
伽
下
部
厨
(主
に
式
･:方
)
'
回
上

部
.iB
(
主
に
東
=岩
より
成

り
細
砂
山方
.B
か
挑
和
す
)
に
分
つ
｡
免
辞
は
イ

ノ
七
一｢
ム
ス
､
ア
′
モ
ノ
介
等
み
骨
材
し
･iJ.郡
山
盤
.紬
.肘
に

屈

す
｡

飢
川
触

至

畑

七
二

Li
蘇
崎
(
下
部
)
故
山
射
(
上
部
㌫

二
厨
に
分
?

)と
在
村
｡
蘇
峰
暦
に

搾
Si,
二
0
-
円
先
非
に
し
て
現

･=訂
'
砂
岩
及
泌
色
叉
は
舵
袖
包
み
姉
御

と
す
る
試
射
よ
り
成
り
'
日
射
厨
は
惇
rJ
f
O
O
I

叫
三
〇
米
に
し
て

主
に
白
色
塊
状
の
北
納
封
砂
栄
よ
り
成
る
｡

下
位
に於
て
は
個
物
僧
都

は
紋
色
丹
豊
水
色
砂
山方
の
け
肘
に
移
池
TJ
之
私
陀
帖
砂
･:打
像
と
隅
す
｡

沸
雌
.府
中
ド
ほ
未
だ
他
不
払
孜
ぶ
ぜ
ざ
る
も
之
よ
り
止
収

Li
肘
移
せ
る

日
掛
砂
1-柴
原
の
下
部
に
は
オ
ー
リ

テ
･h
ク
ス
､
発
作
ポ
及
非
他
の
介
化

石
幾
月
ぜ
ら
る
｡
為
に
山
て
案
ず
る
に
捕
物
伊
部
及
之
に
試
軍
す
る
拭

粒
砂
山村
樹
は

盤
に

本

邦
に
於
げ
ろ
叔
音
の

節
三
組
暦
に
展
す
る
か
散

る
｡･;

誼
紀
厨
及
妨
三
組
伊
州
S
l厨
序
組
係

刑
勧
恰
郡
と
共
下
舵
の
如

浦
脚
部
と
の
関
は

7
兄
鵜
合
な
る
の
槻
あ
る
も
詳
細

,1
之
か
槍
す
る
峠

は
桐
者
は
州
接
し
て
恰
向
及
傾
斜
私
娼
に
し
或
は
明
か
に
慌
軸
附
に
よ

り
班
ぜ
る
等
不
蝦
命
の
認
跡
掛
野
な

る
も
の
あ
り
｡
即
ち
宇
土
申
偽

の

蘇
樹
に

放
て
は
爾
厨

郡
は
厨
向
か
=3'に
L
､
上
抱
の
何
方
嫡
盛
島
に
放

て
は
摺
倒
せ
る

舶
浦
暦
郡
の
t.yil蝕
印
を
被
祝
し
て

赤
相
原
の
斑
岩
私

見
､
上
島
の
耐
端
赤
岬
に
於
て
は
赤
峰
厨
の
拡
底
松
岩
は
下
枕
の
航
揃

厨
脚
の
東
方
に
傾
斜
せ
る
に
放
し
田
方
に
傾
斜
す
る
払
見
る
｡
下
梅
に

放
け
る
拭
潟
砂
紫
野
と
由
'#
.紀
府
と
の
鯛
係
に
悉
-
之
fS,明
か
に
ぜ
ざ

る
も
拭
海
の
北
方
断
鮎
に
於
て
探
晦
砂
岩
櫛
の
基
底
層
と
血
脈
ぜ
ら
る

1
揖
岩
代
御
仰
浦
暦
群
に
屈
す
る
巽
岩
の
止
に
不
拡
舟
に

椅

は
り
自
重

紀

恰
潜
石
の
糊
携
わ
肝
有
す
｡
仲
仕
恋
す
べ
4
Jは
就
時

好
は
鹿
に
よ
り

か
補
修
抑
中
の
鵜
な
る
恰
位
-
相
接
す
る
‥
-
な
り
｡
州
も
･上
偽
戊
牧

･iY
L
於
げ
ろ
小が
略
肘
は
肘糾
油川
H伊
州叶
の
下
北
叩肘
仙桝
に
､
獅
子
内相
の
仙仙日揮

に



･仇LL.け
り
る
･J
り
ほ
い叩
劫叫HW
H桝
に
､
心耶
職
に
放
け
る
IU
山
hH
l;
城
は
的

に
接

す
｡
獅
子
砧
の
関
心什
に
=JiS
ひ
｣抑
崎
】肘
及
糾
仲
山榊
Lb
郡
利
他托
し
て
捕

仙
川し

爾
額
の
城
外
は
断
櫛
よ
り
は
串
ス
不
北
端各
組
と
血
仰
せ
･I
る
｡
北
L
t,J

触
ら
は
此
隅
蛾
に
放
け
る
如
浦
櫛
は
放
崎
厨
の
聯
秩
以
前
に
余
部
桜
蝕

せ
ら
れ
た
る
こ
と
聖
那
す
べ
し
.
之
ね
嬰
す
る
に
蘇
峰
厨
革
E
Mmj氾
暦

問
は
大
牌
に
於
て
交
斜
不
鵜
舟
的
関
係
に
あ
り
｡

蘇
峰
暦
の
紫
邸
と
非
介
布

蘇
峰
厨
戊
縦
揃
肘
郡
冊
の
山村
質
の
担
化

は
細
め
て
怠
納

糾
封
に
し
て

間
瀬
の
介
布
に
も

亦
可
な
り
の

州
追
あ

り
｡
雛
捕
厨

群
は
数
多
の
海
産
介
他
市
か
骨
材
す
る
和
暦
靴
の
式
山方
ェ

リ
成
り
明
か
に
淋
城
府
に
溺
す
る
も
鎌
崎
厨
は
常
に
拡
底
挺
山村
私
有
し

北
ハ上
位
に
砂
岩
'
輯
潜
没
京
･=k
よ
り
成
る
揮
静
め
り
て
並
等
の
岩
層
_

或
は
央
城
L
或
は
鴨
厨
を

耶
し
或
は
蝿
稗
中
の
河
畔
樗
蝕
の
追
跡
を

即

す
等
共
成
犀
状
態
朗
る
不
規
則
な
り
｡
岩
石
中
称
Li
京
11-訂
ほ
屈
赤
､
褐

色
又
ほ
碑
包
み
鼓
し
'
虚
に
よ
り
数
多
の
石
次
数
紺
塊
在
合
材
す
｡
天

草
及
手
土
紳
島
に
於
け
る
赤
怖
厨
は
少
-
と
も
肉
眼
的
淘
疎
化
石

払

含

有
せ

ず
｡

蘇
峰
鹿
は
北
ハ分
布
蹴
る
成
城
に
瓦
り
天
串
及
宇
土
中
指
の
外
九
州
の

四
部
及
北
部
に
於
げ
ろ
各
;kJ
m
即
ち
三
池
､
市
島
'
崎
戸
､
流
係
､
銑

仙
北
の
柵
流
刑
に
敦
注
す
o
銑
=jd･此奴
E
に
於
け
る
音
節
三
組
暦
の
親
船
舵

態
は
他
の
珊
=.AJ
m
に
比
L
.rfハ槌
私
=Elrに
し
之
が
比
校
約
園
排
な
る
ふ
同

I.AJ
m
に
於
け
る
下
郡
骨
炎
厨
即
ち
純
分
厨
郡
は

(
炎
上
'
下
部
に
曙
袖

色

票
=布
暦
払
秋
材
す
)
上
部
骨
炎
慰
即
ち
大
社
L
LS=邦
の
上
枕
に
鼎
硯
す

る
脂
成
厨
耽
る
芦
何
倍
抑

(之
に
粕
;:==
す
る
地
厨
は
他
の
繍
荻
川
に
-

あ
り
)
の
銀
治
･･i
り
判
断
し
恐
ら
-
蘇
怖
厨
に
誰=I::==
す
る
も
の
と
ロー仙怖

新

讃

糾

介

<J

-
/
}之
か
却
す
る
に
灘
崎
厨
げ
主
-
し
て
或
特
殊
の
鍋
悌
状
態
に
放
け
る

鬼
布
山村
石
の
風
化
物
よ
り
成
る
伸
上
唯
杓
厨
に
し
て
天
草
及
宇
土
申
出

に
於
て
ほ
油
成
上
部
内
tmj紀
嘩
S
l上
に
不
離
舟
に
邦
流
し
光
祐

の
地
方

に
於
て
は
三
披
川
系
及
御
村
錦
糸
の
約
品
片
岩

或

は
花
川
岩
粕
谷
稗
田

す
O
的
首
す
れ
ば
免
等

の
甘
期
岩
厨
は
日
当
紀
の
末
期
に
耽
り
て
蛸
-

地
衣
に
締
は
れ
fWfに
訟
雌
隅
成
静
銀
成
ぜ
り
0
蘇
峰
膳
の
頂
部
は

Y
p

resia
n
階

又
は
下
部

L
u
te
tia
n

_轡
に
誇
常
L
､
仝
槍
の
好
さ
億

に

三

市
来
な
り
O
随
て
自
MSj

配
船
及
節
三
組
厨
川
の
妨
非
は
不
厨
の
進

紙
に
放
て
之
み
割
す
べ
き
も

の
と
思
惟
す
｡
(
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如語

順

砂

利

及

砕

石

用

石
材

曾
蓋

納
翌

銀

治

省
墾月
経
能
都
渉
併

四
六
倍
列
五
〇
茂
樹
版
こ
薬

昭
利
二
年

二
月
本
桐
は
砂
利
の
餐
沖
に
乏
し
く

エ
邸
逝
砂
上
不
佃
私
感
iJ
て
ゐ
tLC･

段
組
中
島
即
ち
現
安
犀
掠
'
未
脚
線
の
祉
設
工
邸
川
に
供
す
る
砂
利
及

砕
石
用
石
材
に
就

い
て
邪
恋
し
た
軸
管
朝
で
あ
る
O
･Pf図
に
は
此
柿
の

材

料
に闘
す
る
文
献
に
乏
し
い
か
ら
比
の
刑
務
啓
は

独
り
鉄
戯
建
紋
工

事
の
参
考
敦
料
た
る
に
止
ま
ら
ず
､

7
般
砂
利
及
石
材
工
光
の
焚
際
的

且
地
封
蝉
的
歩
埠
潜
dJ
し
て
慣
恨
め
る
も
の
で
あ
る
｡

内
容
の

7
斑
み
次
に
紹
介
す
る
.
静
組
中
島
に
は
山
砂
利
､
川
砂
利
､

更

正

七

三


